
有
宗
七
十
五
法
記
と
宗
禎
禎
山

石

川

良

呈

一

唯
識
三
年
倶
舎
八
年
。
佛
教
初
學
の
者
に
と
つ
て
倶
舎
論
の
修
得
は

誠
に
容
易
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
つ
た
。
而
も
そ
の
大
意
は
、
界
品
七
十
五

法
の
理
解
に
よ
つ
て
略

々
足
れ
り
と
せ
ら
れ
、
古
來
そ
の
入
門
書
と
し

て
「
七
十
五
法
名
目
」
一
巻
又
は
こ
の
「有
宗
七
十
五
法
記
」
三
巻
が
、

(
1
)

吾
最

も

廣

く
行

は

れ

て
來

た
よ

う

で
あ

る
。

(
2
)

即

ち

有
宗

七
十

五
法

記
 
(
以
下
軍

に

「
記
」

と
呼

ぶ
)
 は
、

享

保

年

間

に

「
尾

野

山
僧

宗

禎

々
山

」

に
よ

つ

て
書

か

れ

た

の

で
あ

る

が
、

七
十

五
法

名

目
 
(
以
下
軍
に

「
名
目
」

と
呼
ぶ
)
 の
寛

文

五

年
 
(
一
六
六
五
)
 開

版

に

お
く

れ

る

こ

と

六
十

六
年
、

「
名

目

」

が

錐

レ便

二初
習

】而
恨
不
レ
善
二
詳
略
幻
亦
見
二
爲
レ
之
作
レ
鋤
者
引
未
レ讃

二論
疏
本

文

一故
、

義
或
不
レ
冤
レ
麓
臭
。

動
也
紛
雑
易
レ
惑

き
を

以

て
、

講

時

に
紗

出

し

て
編

し
た

も

の

が

こ

の

「
記

」

で

あ

る
、

と
、

そ

の
序

に
自

署

し

て

ゐ

る

の

で
あ

る
。

し

か

し

此

の
書

が
廣

く
用

い
ら

れ
る

よ

う

に

な

つ
た

の

は
相

當

後

に
な

つ
て

か

ら

の
よ

う

で
、

そ

の
こ
と
は

「増
補
冠
導
本
」
の
南
條
文
雄
博
士
の
序
文
に
う
か
ぼ
ふ
こ

と
も
で
き
る
が
、
そ
の
末
註
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
も

「
名
目
」
に
は

大
凡
そ
十
六
部
三
十
二
巻
あ
ま
り
が
敷
え
ち
れ
る
の
に
封
し
て

「
記
」

に
は
、
明
治
に
入
つ
て
か
ら
小
川
憲
榮
の
「講

義
」
三
巻

(
二
七
年
刊
)
、

麻
生
道
戒
述
の

「
講
義
」
三
巻
 
(三
二
年
刊
)
、
哲
學
館
編

の

「
講
義
」

及
び

「名
目
」
「記
」
の
二
書
に
よ
つ
て
で
き

て
ゐ
る
和
田
敏
山
述
の

「撮
要
砂
」
(三
〇
年
刊
)
 と
筆
爲
本

の

「
玄
談
」
・
「
略
圖
」
・
「
圖」
・

「
聴
記
」
各

一
巻
が
知
ら
れ
る
外
は
、
享
保
十
七
年
刊
の
冠
註
本
三
巻
及

び
そ
の
新
刻
本
と
龍
末
法
憧
編
に
よ
る
増
補
冠
導
本
 (明
治
二
六
年
刊
)

に
依
る
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
明
治
以
後
、
各
宗
學
林

の
獲
津

と
某
に
佛
敢
各
派
の
間
に
於
い
て
廣
く
講
本
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
よ
ろ

に
な

つ
た
も
の
瓦
如
く
、
例

へ
ば
眞
宗
に
於

い
て
は
、
「大
谷
派
で
は

名
目
を
用
ひ
、
本
願
寺
派
で
は
多
く
五
法
記
を
用
ひ
る
と
い
ふ
様
に
、

(
3
)

近
來
多
少

一
種
の
流
派
を
な
し
て
來
た
」
と
い
ふ
よ
う
な
事
情
が
語
ら

れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

有
宗

七
十

五
法
記

と
宗
頑
禎
山
 
(
石

川
)
 

一
四
五
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有
宗
七
十

五
法
記

と
宗
頑
禎
山
 
(
石

川
)
 

二
四

六

二

さ
て
こ
の
著
者
宗
頑
頑
山
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
禎
山
と
は
、
そ
の
序

ノ

に
自
署
す
る
と
こ
ろ
の

「
尾
野
山
僧
」
、
及
び
増
補
冠
導
本
の
頭
註
に

ノ

ノ

ニ

よ
つ
て
、
「
言
二
尾
野
山
一者
山
名
也
、
在
二
北
勢
桑
名
城
西

こ

と
見
え
、

或
ひ
は
巻
末
に
負
笈
小
生
等

の
「
尾
野
山
圭
所
撰
」
と
い
ふ
ほ
か
は
、
諸

註
諸
講

い
つ
れ
も
「
此
の
人
の
實
績
を
詳
か
に
せ
ず
」
と
云
ひ
、
た
ぼ
麻(4
)

生
師
の

「講
義
」
に
於
い
て
の
み

「余
曾
つ
て
之
を
人
に
聞
く
」
と
し
て

尾
野
山
ト
ハ
北
勢
桑
名
ノ
城
下
ノ
西
ニ
ア
リ
、
當
時
桑
名
ノ
城
圭
松
卒
下
総

侯
ノ
菩
提
寺
ナ
ル
暉
臨
濟
宗
妙
心
寺
派
天
鮮
寺
ノ
所
在
地

ニ
シ
テ
、
師

ハ
該

寺
ノ
住
持
タ
リ
シ
ガ
、
道
學
兼
備
ニ
シ
テ
、
時
人
呼
ン
デ
伊
勢
文
珠
ト
尊
崇

セ
シ
程
ナ
リ
キ
ト
。
而
シ
テ
遷
化
セ
ラ
レ
シ
バ
享
保
十
九
年
六
月
二
田
ニ
シ

テ
、
世
壽
僅
二
三
十
八
歳
ナ
リ
キ
ト
云
フ
。

と
述
べ
て
居
る
が
、
而
も
こ
れ
に
つ
い
て
舟
橋
水
哉
師
は
、

「
麻
生
道

戒
師
に
依

る
と
臨
濟
宗
の
人
だ
と
い
ふ
て
あ
る
が
、
傳
記
は
さ
つ
ば
り

(
5
)

分
ら
ぬ
」

と
し
て
疑
義
を
さ
し
は
さ
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
成
る
程
妙

心
寺
派
寺
院
録
に
も
天
群
寺
は
見
え
な
い
し
、
勿
論

「
大
日
本
寺
院
総

覧
」
に
も
桑
名
に
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
出
來
な
い
。
果
し
て
如
何

で
あ
う
か
。

こ
の
事

に
つ
い
て
曾
て
今
津
洪
嶽
教
授
は
私
に
、
「妙
心
寺
塔
頭

大

法
院
の
過
去
帳
に
お
い
て
偶
見
し
た
」
と
洩
ら
さ
れ
、
行
つ
て
之
を
検

す
る
よ
う
に
す

瓦
め
ら
れ
た
。
大
法
院
過
去
帳
 
(折
本
)
 を
検

す
る
に

そ
の
二
日
の
丁
、
右
頁
に

當
山
第

一
座
禎
山
頑
輝
師

亨
保
十
六
年
亥辛
歳
九
月

天
鮮
寺
千
巖
丈
和
爾
嗣
壽
三
十
八

と
見
え
る
の
で
あ
る
。
大
法
院
は
明
治
初
年
に
同
じ
く
山
内
に
あ
つ
た

塔
頭
盛
徳
院
を
合
祀
し
て
居
り
、
從
つ
て
當
過
去
帳
も
、
同
日
分
を
右

頁
盛
徳
院
、
左
頁
大
法
院
と
匠
別
し
て
記
載
し
て
居
る
か
ら
、
禎
山
繹
師

は
盛
徳
院

の
世
代
と
し
て
記
入
さ
れ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
現
大
法
院

は
大
正
八
年
の
寺
籍
調
査
表
に
よ
れ
ば
、
開
創
由
緒
を

「
寛
永
年
中
松

季
忠
明
、
梁
南
和
尚
ヲ
請

シ
建
立
ス
」
と
な
し
て
居
る
が
、
こ
れ
は
明
か

に
盛
徳
院

の
開
創
由
緒
と
混
同
せ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
大
法
院
は
、

幸

眞
田
幸
村

の
兄
信
之
 
(
信
州
松
代
藩
)
 の
長
男
信
吉
の
長
女
、
長
姫
 
(千

幸

種
有
維
の
室
)
 の
建
立
、
信
之
の
法
名
大
法
院
殿
を
以

て
寺
號

と
し
た

(
6
)

も
の
で
あ
り
、
盛
徳
院
は
寛
永
五
年
.松
卒
下
総
守
忠
明
が
母
印
ち
家
康

の
長
女
亀
姫
 
(
盛
徳
院
殿
)
 の
た
め
に
光
國
院

の
梁
南
 
(繹
棟
)
 を
請
し

(
7
)
 

幸

て
建
立
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
而
も

「
信
之
よ
り
二
十

一
代
幸
貫
は
桑

(
8
)

名
藩
圭
と
兄
弟
で
あ
る
」
貼
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
爾
院
合
祀
の
経
緯
は

自
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ら
う
。
更
に
塔
頭
天
鮮
院
は
、
正
保

二
年

(
一
四
六
五
)
 松
準
下
総
守
忠
弘
が
父
忠
明
 
(天
鮮
院
殿
)
 菩
提

の
た
め

に
伊
勢
桑
名
天
鮮
寺
の
三
世
大
機
 (東
愚
)
 の
嗣

子
乳
峯
 
(義
元
、龍
泉
派

(
9
)

景
堂
下
、
梅
心
徒
弟
)
 を
請
し
て
創
建
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
乳
峯
の
嗣

呑
海
を
以
て
絶
法
し
た
た
め
、
同
じ
徒
弟
下
の
千
巖
が
中
興
し
、
以
下
頑

山

・
孝
嶽

・
圭
峰
と
次
第
し
た
わ
け
で
あ
る
。
因
み
に
盛
徳
院
に
は
鞄
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姫
の
書
像
の
み
が
保
存
さ
れ
て
居
た
ら
し
く
、

そ
の
遺
骨
は
、
夫
奥
卒

信
昌
 
(
久
昌
院
殿
)
 の
塔
所
久
昌
山
増
瑞
寺
 
(美
濃
の
加
納
に
あ
り
)
 に

納
め
ら
れ
た
が
、
増
瑞
寺
は
後
に
盛
徳
院
に
因
ん
で
盛
徳
寺
と
改
め
ら

(1
0
)

れ
た
。

盛
徳
寺
に
は

「
加
納
香
林
山
盛
徳
寺
來
由
記
」
が
現
存
し
、
松

季
下
総
守

(奥
卒
氏
)
と
こ
れ
ら
關
係
各
寺
院
と
の
間
柄
や
、
住
持
の

交
代
兼
務
等

の
事
情
が
系
圖
を
附
し
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、

こ
れ
は

「賓
暦
四
歳
次
甲
戌
孟
春
穀
具
、
勢
陽
桑
名
海
東
山
天
鮮
繹
寺

比
丘
圭
峰
慧
湛
」
に
よ
つ
て
記
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
0
な
お
天
詳
院

が
明
治
十
九
年
嶢
失
し
て
ゐ
る
た
め
更
に
大
法
院
過
去
帳
に
よ
つ
て
槍

す
る
な
ら
ば
、
孝
嶽
順
輝
師
の
下
に

「
天
鮮
寺
佳
禎
山
座
元
嗣
」
と
見

え
、
そ

の
嗣
圭
峰
湛
に
は

「
佳
干
天
鮮
寺
」
、
特
に
東
歓
珪

の
下

に
は

明
ら
か
に

「桑
名
佳
干
天
鮮
寺
」
と
見
え
る
の
で
あ
る
。
即
ち
宗
禎
禎

山
が
桑
名

の
天
祥
寺
に
住
し
て
居
た
こ
と
は
明
白
に
な
つ
た
。
と
同
時

に
、
更

に
同
過
去
帳
に
よ
つ
て
東
歓
珪
 (寛
政
四
年
寂
)
・
壽
堂
策
と
次

第
し
、
快
仙
彰
 
(
天
保
三
年
寂
)
 の
下
に
は

「
忍
天
鮮
」
、
大
桂
株
 
(天

保
六
年
寂
)
 の
下
に
は
特
に

「
京
佳
天
祥
後
忍
天
鮮
輻
佳
忽

ニ
テ
遷
化
」

と
見
え
る

こ
と
よ
り
馬
妙
心
寺
慶
寺
録
に

「海
東
山
天
鮮
寺
」
の
名
を

見
出
す

こ
と
が
で
き
た
が
、

そ
の
他
の
資
料
を
妙
心
寺
に
於
い
て
見
出

す
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
。

さ
て
天
祥
寺
の
山
號
が
海
東
山
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば

「
尾
野
山
」

と
は

一
髄
何
で
あ
ら
う
か
。
か
く
し
て
以
後
は
郷
土
誌
資
料
に
よ
る
ほ

か
は
な
い
と
考

へ
な
が
ら
、
精
査
の
暇
な
き
ま

瓦
無
爲
に
な
つ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
が
、
今
同

「桑
名
市
史
」
(
照
和
三
四
刊
)
 に
接
す
る
を
得
て
、

漸
く
そ
の
全
貌
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
印
ち
同
史
は
、
そ
の

時
代
に
非
常
に
近
い
寛
政
十
年
に
完
成
さ
れ
た

僧
義
道

の
編

に
よ
る

「
桑
府
名
勝
志
」
巻
六
及
び
享
和
八
年
に
完
成
さ
れ
た

「
久
波
名
名
所

圖
會
」
上
巻
に
櫨
つ

て

「
天
祥
寺
 (慶
跡
)
 繹
宗
臨
濟
派

東
方
小
野
山
。
山
號
海
東
山
、
京
都
妙

心
寺
末
、
桑
名
城
圭
松
孕
下
総
守
家
菩
提
所
、
本
尊
繹
迦
牟
尼
如
來
、
文
珠

普
賢
を
配
す
。
左
に
開
山
松
隠
繹
師
豊
像
並
に
歴
代
位
牌
を
安
置
。
右
に
松

卒
下
総
守
歴
代
位
牌
を
安
置
。

つ
く
て

當
山
は
三
河
國
作
手
に
て
創
建
の
小
庵
で
、
松
卒
下
総
守
忠
明
、
松
隠
繹
師

に
蹄
依
し
て
住
せ
し
め
、
後
ち
忠
明
公
の
院
號
を
以
て
寺
號
と
し
た
。
寳
永

年
中
、
當
所
に
移
轄
し
た
。
當
寺
佳
職
は
千
巖
和
尚
、
後
炎
上
し
、
更
に
再

(
1
1
)

建
し
た
。
(下
略
)」

と
記
し
、
又

「尾
野
山
」
(小
野
山
)
 は
、
桑
名

の

「
西
方
南
北
に
連
具

(
1
2
)

す
る
丘
陵
」
に
し
て
、
現
在
眞
言
宗
大
福
田
寺
な
ど
四
ケ
寺
が
存
し
、

ま
た
大
福
田
寺
は
、
文
政
四
年
松
孚
下
総
守
 
(奥
卒
)
 氏

の
武

藏
國
忍

(
1
3
)

藩

へ
國
替
の
際
に
移
輻
し
て
慶
跡
と
な
つ
た
天
鮮
寺
跡
に
移

つ
た
も
の

景
川
宗
隆
-
景
堂
玄
訥
-
〇
-
〇
-
梅

心
宗
鐵
-
松

隠
宗
嶽
-

越
山
宗
格
-
大
機
東
愚
-
乳
峯
義
元
-
呑
海
東
漸
 (絶
)

東
傳
宗
瑛
-
〇
-
〇
-
千
巖
宗
丈
-
禎
山
宗
禎
-
孝
嶽
宗
順

(
1
6
)

圭
峰
慧
湛
-
東
歓
宗
珪
-
壽

堂
慧
策
-
(
下
略
)

有
宗
七
十

五
法
記
と
宗
積
頑
山
 
(
石

川
)
 

一
四
七
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有
宗
七
十
五
法
記

と
宗
禎
禎
山
 
(
石

川
)
 

一
四
八

(
1
4
)
 

ひ
が
し
か
た

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た

「東
方
は
往
昔
海
濱
の
地
で
、
美
濃

(
1
5
)

尾
張
の
往
環
路
に
當
」

つ
て
居
り
、
前
述
せ
る
美
濃
加
納
の
盛
徳
寺
と

の
兼
務
住
職
が
可
能
で
あ

つ
た
こ
と
も
首
肯
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三

か
く
し
て
有
宗
七
十
五
法
記
の
著
者
宗
禎

々
山
が
、
桑
名
の
城
西
尾

野
山
に
在

つ
た
臨
濟
宗
妙
心
寺
派
海
東
山
天
鮮
寺
の
僧
で
あ
つ
た
こ
と

及
び
そ
の
法
系
と
歴
住
地
と
が
明
ら
か
に
な
つ
た
。

し
か
し
そ
の
詳
傳
と
な
る
と
、
大
法
院
過
去
帳
に
よ
つ
て
、
千
巖
宗

(1
7
)

丈
に
嗣
し
、
享
保
十
六
年
 
(
一
七
三

一
)
 灘
九
月
二
日
、
三
十
八
歳
を
以

て
示
寂
し
た
、
印
ち
元
豫
七
年
 
(
一
六
九
四
)
 甲
戌

の
生
れ
で
あ
る
こ
と

の
外
は
、
慶
鷹
三
年
 
(
一
八
六
七
)
 道
契
の
撰
せ
る

「績
日
本
高
僧
傳
」

巻
九
が
、

か
の
倶
舎
論
要
解
十
巻
な
ど
を
撰
し
た
江
戸
長
泉
院
の
普
寂

(寳
、永
四
-
天
明
元
、
二
七
〇
七
-
一
七
八

一
)
 の
幼
少
期
、
桑
名
源
流
寺
に

於
け
る
頃
を
叙
す
る
に
當

つ
て

「亨
保
十
年
、
聞
三起
信
論
・
五
教
章

・
圓
毘

・
因
明
於
二禎
山
暉
師
引
時
年

(
1
9
)

十
九
。」

と
記
し
て
居
り
、
更
に
そ
の
弟
子
攣

山
が
天
明

七
年
 
(
一
七
八
七
)
 に

(
1
9
)

撰
せ
る

『
長
泉
道
光
普
寂
大
和
上
行
状
記
』
に
よ
る
な
ら
ば
、

ズ

享
保
十
年
乙
巳
、
桑
名
城
西
天
鮮
寺
禎
山
繹
師
、ら講
二
起
信
論
義
記
及
五
教

ニ

ス

章

圓
畳
略
疏
因
明
纂
解
等

引
師
年

十
九
、
日
列
二
講
座

引
随
レ
聞
記
録
。
一
無
ン

ス

ノ

ス

ヲ

ニ

テ

所
レ

遺
。
性
相
浩
溝
、

粗

々
領

二
津
梁

一
、
從
レ
是
衷
懐
大
勇
二
學
敬

引
因

ス

ソ

ト

ヲ

期
三
束
盗
南
諭
、
普
叩
二
講
騨
幻
云
々

と
あ
る
の
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
が
、
禎
山
の
講
義
が
相
當
廣
範
園
な

も
の
で
而
も
そ
の
髄
を
う
が
つ
た
も
の
で
あ

つ
た
こ
と
を
知
る
と
と
も

に
、
學
僧
普
寂
の
向
學
心
を
強
烈
に
刺
戟
し
た

こ
と
が
う
か
が
ひ
得
ら

れ
て
興
味
深

い
。
享
保
十
年
 
(
一
七
二
五
)
 は
禎
山
三
十
二
歳
の
時

で
、

七
十
五
法
記
に
序
し
た
戌
申

の
年
よ
り
三
年
前

で
あ
る
。
普
寂
は
浄
土

宗
の
人
、
當
時
の
佛
教
界
の

一
面
が
窺

へ
て
面
白
い
の
で
あ
る
が
、
頑

山
は
果
し
て
か
瓦
る
學
識
を
何
時
誰
か
ら
如
何
な
る
事
情
に
よ
つ
て
得

た
の
で
あ
ら
う
か
。

元
和
の
優
武
よ
り
約
百
年
、
民
衆

へ
の
學
問
普
及
も
漸
く
落
着
き
を

見
せ
た
頃
で
あ

つ
た
が
、
反
面
、
或
ひ
は
隠
元

・
心
越
の
渡
來
に
衝
動

と
不
安
を
與
え
ら
れ
、
或
ひ
は
東
都
増
上
寺

・
寛

永
寺
等
各
宗
敏
學
の

華
や
か
な
展
開
に
後
れ
て
、
衰
頽
の
淵
に
沈
ん
で
ゐ
た
臨
濟
宗
が
、
妙

心
四
派
の
門
葉
特
に
愚
堂

・
一
糸

・
雲
居

・
盤

珪
ら
の
匿

々
た
る
宗
綱

に
よ
つ
て
漸
く
そ
の
命
脈
を
保
ち
つ
瓦
、
漸
や
く
、

そ
の
過
渡
期
を
脱

せ
ん
と
す
る
頃
で
も
あ
つ
た
0
印
ち
妙
心
寺
に
あ

つ
て
は
、
當
時
は
、

延
寳
傳
灯
録

・
本
朝
高
僧
傳

の
撰
者
卍
元
師
攣

の
晩
年
、
極
近
代
的
科

學
的
な
學
問
的
方
法
を
以
て
聞
ゆ
る
學
聖
無
著
道
忠
の
壮
年
時
代
に
あ

た
り
、
ま
た
實
践
門
に
於

い
て
は
正
受
老
人
を
経
て
白
隠
慧
鶴
、
及
び

鎭
西
の
古
月
輝
材
が
出
で
、
濟
門
を
打
つ
て

一
丸
と
せ
る
新
組
織
公
案

繹
を
大
成
せ
る
時
代
に
當

つ
て
居
り
、
特
に
師
攣
は
法
山
盛
徳
院
に
於

け
る
頑
山
の
先
佳
職
で
あ
つ
て
加
納
盛
徳
寺

の
中
興
に
力
を
致
し
、
費
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永
七
年
 
(
一
七
一
〇
)
、
頑
山
十
七
歳
の
時
に
八
十
五
歳
を
以
て
示
寂
し

て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
、
少
く
と
も
敷
年
の
間
は
直
接
そ
の
聲
咳
に
接

し
た
で
あ
ら
う
と
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

人

々
各
々

一
隻
手
を
出
し
て
頓
に
本
來
の
面
目
を
謹
す
る
の
が
臨
濟

的
傳
關
山

一
流
の
佛
法
で
あ
る
と
考

へ
る
な
ら
ば
、
當
時
に
お
い
て
公

案
と
學
問
と
が
如
何
な
る
關
係
に
あ
つ
た
か
は
我

々
に
と
つ
て
誠
に
興

味
の
あ
る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
鮎
に
つ
い
て
こ
の
有
宗
七
十
五
法
記
の

巻
末
に
附
せ
ら
れ
た
弟
子
達
の

ニ

ニ

ヲ

ヲ

ス

ト

ク

ゾ

ミ

既
得
二
入
レ
室
親

承
指
講

一各
記
二
所
聞

一十
襲
秘
惜
。

一
人
公
然
日
、

何
樫

二法

ヲ

ヲ

メ

メ

ヲ

ト

フ

ニ

キ

ヲ

ニ

テ

ス

味

一不
レ令

ニ
レ
人

染

ワ指
乎
。

皆
從
二
其
議
幻
於

レ
是
注
二
本
檬
於
行

間

一
於

二
鯨

ヲ

ニ

メ

リ

ニ

リ

ニ

ス

ト

ヲ

ニ

フ

義
於
行
上
幻
繕

爲
功
畢
途
謀

二文
林

一上
二
之
梨
喪
二
云

と

い

ふ
享

保

庚

戌
仲

冬

日
即

ち
十

五

年
 
(
一
七
三
〇
)
 の
上
梓

の
蹴

が
、

私

の
深

い
關

心

を

呼

ぶ

も

の
ど
な

る

の

で
あ

る

が
、

之

を

私

の
今

後

の

研
究

課

題

と

し

て
、

こ

の
小
稿

を

終

り

た

い

と
思

ふ
。

1
 
境
野
黄
洋
、

佛
教
思
想
大
系
第

一
巻
、

「
佛

教

研

究

法
」

三
七
七
-
八

頁
 
(
照
和
六
刊
)
 な
ど

2
 
享
保
十
三
年
 
(
一
七
二
八
)
 八
月
十
七
日
序
、
同
十
五
年
仲

冬
日
後
蹟
、

3
 
舟
橋
水
哉
、

「
七
十
五
法

の
研
究
」
、
六
條
學
報

一
三
五
、
九

一
頁
 
(
大

正

二
年

一
月
刊
)

4
 
同
書

一
六
-
七

頁
、

緒
言

の
第
九
、

撰
號
解

繹

に
見

ゆ
。

(
龍
大
二
六

二
二

・

一
三
)

5
 
同
前
論
文
、

九

一
頁
、

6
 

川
上
孤

山
、
「
妙

心
寺
史
」
巻
下
、

四
二
八
頁
、

(
大
正

一
〇
刊
)

7
 

同
、

一
六
七
頁
、

8
 
同
、

四
二
八
頁
、

9
 

同
、

一
七

一
頁
、

1
0
 同
、

一
六
七
頁

1
1
 近
藤
杢

・
不
岡
潤
編

「
桑
名
市
史
」

本
篇
四
七
三
-
四

頁

1
2
 同
、

七
三
七
頁

1
3
 同
、

四
五

一
頁

1
4
 同
、

四
七
五
頁
。

な
ほ
補
篇
六
五

一
頁

年

表

に

「
寛

文

二
、

一
六

六

二
、

大
福
田
寺
、
大
福
村

よ
り
東
方
に
移
る
」

と
あ
る
は
誤
り
な
ら
む
。

1
5
 同
本
篇
、

七
三
七
頁
。

1
6
 嘉

永
重
撰

「
正
法
山
宗
派
圖
」
、
龍
泉
派
、
五
三
丁
左
、
を
参
照

の
こ
と
。

1
7
 前
掲

麻
生
記
に

「
享
保
十
九
年
六
月
二

日
」

と
あ
る
は
、

九
月

の
誤
植

な
ら
む
。

1
8
 大

日
本

佛
教
全
書

一
〇
四
、

三
〇

一
頁

a
。
な
お
桑

名
市
史
本

篇
五
四

九
頁

に
見

ゆ
る
普
寂

の
項
に
は
讃

み
誤

り
が
多

い
。
(
例

へ
ば
延

寳

四
-

安
永
十
)
 と
あ

る
も
日
佛
全

一
〇

四
、
三
〇
b
-
二

c
に

「
安
永

十
年
冬

十
月
…
…
十

日
…
…
乃

安
祥
而
化
、
享
年
七
十

五
」

と
あ

り
。

逆

算

し

て

「
寳
永
四
年
」

と
な
す

べ
く
、
又
安
永
十
年

は
四
月

二
日
改
元

せ
る
に
よ

り
、

こ
こ
に
は
天
明
元
年
に
改
め
た
り
。

1
9
 大
谷
大
學
圖
書
館
 
(内

宗
大

二
九
〇

五
)
、
「
天

明

七

年

丁

未

冬

十

二

月
、

塞
山
第
十
六
世
攣
山
識
」

の
蹟
、

「
寛
政
三
年
辛
亥

五
月
、

長

泉

院

藏
版
」

と
あ
り
。

附
記

此

の
研
究

に
關

し
て
特

に
便
宜
を
與
え

て
下
さ

つ
た
龍
谷
大
學
大
谷

大
學

の
圖

書
館

に
厚
く
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
。

有
宗

七
十
五
法
記

と
宗
頑
禎
山
 
(
石

川
)
 

一
四
九
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